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発行日 ： 2014/4/23

週刊穀物
世界の穀物情報がここに凝縮されています。

毎週水曜日夕方発行

トウモロコシと小麦は上昇、大豆下落

22日のシカゴコーン5月限は7.75セント高の496.25セント。最近の産地の低温や降雨により作付けが平年を下
回ったことを好感、ドル安やメキシコ向けの大口成約をはやして5ドルを上回った。ドル反発や原油の急落で下押され
たが、プラスを維持したあとは、押し目買いが入って抵抗を突破した。立会時間は、4.00セント高で寄り付いたあと、
投機買いが続いて時間外取引の高値や節目の5ドルを突破した。上昇が一服したあと、ドル反発や原油急落、大豆の急
反落で495.75セントまで後退したが、プラスを維持したあとは、押し目買いが入って朝方の抵抗を抜き、506.00セ
ント（12.25セント高：2.5％）まで値を飛ばした。

最近の低温や降雨により、作付けが平年より遅れていることが支援材料。最大生産州のアイオワ州の作付けは2％終
了、首位を争うイリノイ州は5％終了と、ともに過去5年平均（11％、22％）を下回った。一週間後にはミネソタ州
南西部やアイオワ州北西部で降雪の可能性があり、更に作付けが遅れるとの見方が広がった。来年度積みで、メキシコ
向けに24万トンの大口成約が発表されたことも支援材料。ただ、10日移動平均（505.50セント）を維持できなかっ
たため、上げ幅を削った。
米農務省は、2014／15年度積みで、メキシコ向けにコーン24万トンの大口成約を発表した。

22日のシカゴ大豆5月限は19.00セント安の1479.75セント。22日の大豆は大幅続落。作付け遅れによるコーン上
昇やドル安で上昇したが、15ドル突破に失敗したあとは、圧砕の利益率低下などにより中国の成約キャンセルが予想
されることや、ドル反発、原油急落、テクニカルの悪化が嫌気され、前日安値を割り込んだ。立会時間は、6.25セン
ト高で寄り付いたあと、投機買いで時間外取引の高値を突破して1497.00セント（9.75セント高：0.7％）まで上値
を伸ばしたが、15ドルにとどかなかったことから戻り売りが優勢になった。

時間外取引の安値や前日安値（1473.50セント）を下回り、1470.00セントまで値を消した。圧砕利益低下によ
る中国の大豆輸入減少予想や、業者の資金繰り悪化による中国の成約キャンセル懸念が圧迫した。原油急落やドル反発
も圧迫要因。連休前、一代高値を更新したあとに安引けたことや、買い過剰域に入ったこと、10日移動平均
（1475.00セント）を下回ったことから、テクニカル売りも出た。下げが一服したあと、押し目買いで安値から回復
したが、売り向かわれて1469.50セント（17.75セント安：1.2％）まで下値を切り下げた。

ドイツ調査会社のオイル・ワールドは、2013／14年度の欧州連合（EU）大豆輸入が6年ぶりの高水準になると予
想した。今年度の大豆輸入は1390万トンで、前年度の1330万トンを上回る見通し。圧砕は1350万トンで、前年度
は1324万トン。南米産大豆粕の輸入が予想を下回ったことや、EU農家が菜種を売り控えて高値を維持したことから、
今年初めの圧砕利益は「非常に魅力的」だった。オイル・ワールドは今年前半のEU大豆輸入を760万トンとし、前回
から50万トン引き上げた。

22日のシカゴ小麦5月限は4.75セント高の673.00セント。小麦は反発。7月限は、生育遅れや作柄低下を受けて
買いが先行、ドル安やコーン上昇で681.00セントまで上値を伸ばした。ドル反発や原油急落、コーンの押しで時間外
取引の安値や前日安値（670.25セント）を下回ったが、669.00セントで下げ渋ったあとは、コーンの上値追いをは
やして反発した。米プレーン南部の東側に慈雨があったが、カンザス州、オクラホマ州、テキサス州に概ね乾燥した天
気が予報されることが支援材料。ウクライナ緊張や、フランスなど欧州産地の雨不足、エルニーニョ予測による豪州の
干ばつ懸念なども買いを誘い、684.25セントまで上値を伸ばした。ファンドは1000枚の買い越し。（日本先物情報
ネットワーク）
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トウモロコシ 18州 18州冬小麦

Headed 前年度 2014年Planted 前年度 2014年 過去5年平均

4月13日 2% 3% 6%

18州

作柄 Very Poor Poor Fair Good Excellent 優と良

過去5年平均

4月13日 4% 5% ＮＡ

5% 35%

4月6日 10% 18% 36% 30% 5% 35%

前年度 14% 19% 32% 30%

4% 34%

春小麦 6州

Planted 前年度 2013年 過去5年平均

4月13日 6% 6% ＮＡ
4月20日 7% 10% 19%

9% 7% 17%

4月20日 13% 20% 33% 29% 5% 34%

4月13日 12% 20% 34% 30%

冬小麦

4月20日 4% 6% 14% 4月20日

11月限

7月限

サヤ

4月20日までのトウモロコシの作付は6％完了。前
年の４％よりは多いが、過去5年平均の14％よりは遅
れている。

TOPICｓ Crop Progress

米国の降雨（4月13日～19日）

3
月

7
月

5
月

TOPICｓ 米国の天候

米国産地の天気概況は以下の通り（米農務省HPの天気
概況及び予報を要約）。
コーンベルトは、オハイオ渓谷や北部のにわか雨が止ん

でいる。寒冷前線の通過のあと、涼しい天気がコーンベ
ルト全体に広がっている。天気の回復で農作業が再開可
能。
米南部は、ケンタッキー州からミシシッピ渓谷下流域を

結ぶ狭い地域でにわか雨が降っている。大西洋岸南部を
中心に、乾燥した天気で作付けや農作業を促している。
米プレーンズは、西部で暖かい天気が広がっている。北

はネブラスカ西部まで、本日の最高気温は27℃を上回る
だろう。気温上昇はプレーンズ全体の農作業を促すが、
南部で干ばつの影響を受けた放牧地、牧草、冬小麦のス
トレスを強めるだろう。
今後5日間、三つの嵐が西から東に移動するだろう。米

東部を通過している最初の嵐は、火曜夜までに大西洋岸
に到達するだろう。米北西部の次の嵐は、週央に米国中
部を通過し、金曜までに五大湖地方を横切るだろう。第
三の嵐は、週末に西部に到達するだろう。5日間の雨量
は太平洋岸北西部で50～100ミリ、その他の米国北部
で25～～50ミリとなるだろう。23日、24日とプレー
ン東部から米中西部にかけ、少なくとも25～50ミリの
雨が予報され、強風や大粒のヒョウを伴うだろう。週末
は、米国北部や西部に冷たい空気が広がるだろう。一方、
プレーンズ南部や米南西部では、乾燥した空気による火
災のリスクが高まっている。

米国の干ばつ状況

左の図は干ばつの状況を示し、オレンジ色が濃いとこ
ろは干ばつとなっている。緑の濃いところは雨量がたく
さんある場所である。

4月中旬まで中西部と南部平原は春の寒波に襲われた。
そのため果実や冬小麦のHeaded等夏物穀物の生育に影
響が出た。ことに中部高原南部の冬小麦にダメージがあ
る。ロッキー山脈の東側でも平年気温以下の天候が続き、
中西部の北方でも平年気温より▲10度Ｆ（約5.6℃）低
い気温であった。中部平原、中西部、北西部で短時間で
はあるが、雪が舞うこともあった。アイオワ州からミシ
ガン州にかけては土壌水分は5センチ程増加した。南西
部ではでは浅い洪水も生じた。
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米国産小麦の4月10日までの輸出成約状況
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4月10日までの米国産トウモロコシの累積輸出成約高

割合

4月10日までの米国産大豆向け先別累積輸出成約高
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4月10日までの週の輸出成約状況は、トウモロコシはメ
キシコが昨年の2.5倍輸入成約して1位で全体の25％を
占め、2位は日本の593万トンで1.3倍の24％、1位と
2位でほぼ半分を占める。3位は中国の267万トンで1.1
倍、11％、以下コロンビア、韓国、ペルー、台湾、エ
ジプトの順。
全体では2512万トンの輸出成約があり、昨年の2.1倍
である。

大豆は、中国が1位で2751万トンと全体の66％を占め、
前年の1.3倍である。2位はメキシコの209万トンで前
年の1.12倍、全体の5％、3位はインドネシアの167万
トン前年の1.5倍で4％、日本は4位で131万トン、昨年
並みで全体の3％を占めている。以下スペイン、台湾、
オランダ、ドイツ、韓国、エジプトの順。全体では
4153万トンと昨年の23.4％増。

小麦は、中国が1位で408万トン、全体の16％を占め昨
年の6.3倍。２位はブラジルで379万トン、全体の15％
を占め通常アルゼンチンから輸入しているものの振替で
昨年の21.7倍に上っている。３位はメキシコで249万
トン、5％増で全体の10％、４位はナイジェリアの225
万トン、9％を占め昨年より▲13％減、4位は日本で
225万トン、全体の9％を占め昨年より▲26％減となっ
ている。以下フィリッピン、韓国、インドネシア、台湾、
ペルーの順。全体では2608万トンと昨年の19.2％増

TOPICｓ 米国産穀物の国別輸出状況
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米国産トウモロコシの輸出成約残高
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米国産大豆の週間成約残高
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大豆
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トウモロコシ
までの週
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小麦

この時期の穀物価格は天候相場の導入部であり、天候とはもっぱら作付け進捗状況に対する環境と、土壌水分の問題
となる。雨が降り過ぎると土壌がぬかるみ作付けがはかどらず、価格は上がることになる。先週まで雪が降る地域もあ
り、寒波が到来していたが、それも終わり現在は作付けに問題ない状況で、土壌水分も十分である。トウモロコシの作
付進捗状況が例年の14％に対し4月20日まで6％しかできていないことで、トウモロコシは買われたがそれほど際
立った問題ではない。それより、トウモロコシも大豆も年初から16％程価格が上昇しており、その裏にはファンドが
買い続けてきたことがある。得にトウモロコシは、1月から4月15日の最新週を除き、14週間連続で買いが増加して
おり、少し買われ過ぎの感があり、トウモロコシ価格は調整安に入りやすい環境にあると思われる。

一方大豆は3月に売り込まれており、ファンドの買い残という意味ではある程度調整されているが、それでも19万
枚という多いネット買い残があり、13/14年度の非常に少ない在庫水準（4月需給報告における期末在庫率予想は
4.02％）は相当価格に織り込まれていると思われる。

要するに現在の穀物価格は、今後の天候次第でいかようにもなるということであり、天候を注目しながら動くと思わ
れる。
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